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 ７月に入りプレジャーボートの海難が頻発しております。
 ７月の１か月間で２７隻のプレジャーボート等が海難に遭っており、海難の種類として
は、燃料欠乏やバッテリーの過放電等による運航阻害７隻、整備不良等による機関故障
４隻等、発航前の点検を遵守していれば十分に防げた事案ばかりです。
また、見張り不十分、水路調査不十分等による衝突6隻、乗揚げ5隻も発生しておりま
す。
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　第七管区海上保安本部
マリンレジャー安全推進室
TEL　093-321-293１

E-mail:kyuunan7-j7vj2@kaiho.mlit.go.jp

衝 突 6
乗 揚 5

平成２２年７月

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等
海難発生隻数

合　計　２７ 隻

海浜事故者数

合　計13人(5人）

遊 泳 中 7(2)

第６１号(平成２２年８月)
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ﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰに伴う

　８月、９月には全国各地で花火大会が開催されます。
　船で見学される方もいると思いますが、例年、観覧船の衝突や乗揚げ等
重大海難が発生しています。
　夜間においては周囲の景色が見えず、見張りや自船の位置を確認しない
まま航行すれば、前方の浅瀬や、防波堤を発見できず、速力を落とすこと
なくそのまま乗揚げたり衝突したりして、乗船者の人命にもかかわる重大
な海難事故につながる恐れがあります。
　すでに七管区内でも見張り不十分が原因の花火大会観覧船同士の衝突海
難が発生しており、乗船者６名が負傷しています。
　夜間航行の際は、航行予定海域を海図などにより事前に把握し、また、
コース上の目標や障害物についても事前にチェックするとともに、航行中
は速力を減じたり、見張りを増やすなど自船の船位を把握し、安全航行に
心掛け、海難を起こさないように十分注意して下さい。

     ◎船体
　    ＊船底プラグ閉鎖確認 　＊船底ビルジの確認
      ＊舵の確認＊船体損傷の確認　etc
     ◎機関
　    ＊バッテリー液量の確認　 ＊バッテリー電圧の確認
      ＊燃料フィルターの確認（ゴミの付着等）
　    ＊Ｖベルト緩みの確認 　＊潤滑油量の確認
      ＊冷却水取入れ口の確認（フィルターのゴミ付着等）
    ★詳しくは海上保安庁ホームページを参照してください。
　　   <http://www.kaiho.mlit.go.jp/syoukai/soshiki/
     　 toudai/navigation-safety/tenken.htm>

平成22年7月
プレジャーボート等海難

発生地点図

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数の推移
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バッテリーの過放電や燃料欠乏等の海難は、出港前に船
体・機関・機器を点検し、整備を万全にしておくこと
で、防ぐことが出来るんです！！

発航前点検を励行しましょう！
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花火大会の見学は注意して運航を！

搭
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